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【理念・基本方針】

【施設・事業所の特徴的な取組】

【評価機関情報】

第 三 者 評 価 機 関 名

大 阪 府 認 証 番 号

評 価 実 施 期 間 ～

評 価 決 定 年 月 日

評価調査者（役割） （ ）

（ ）

（ ）

 【保育理念】
常に子どもの幸福を第一に考えた保育を行い、子どもたちが健全な生活が送れるよ
う、職員は知識の修得と技術の向上に努めます。
集団生活を通して子どもたちの主体性を尊重しながら保育することにより、自立す
る心を養います。
保護者や地域社会と力を合わせ、常に社会性と良識を持って保護者や地域に接しま
す。

 【保育基本方針】
愛情と熱意を持って、一人ひとりを育てる保育を提供し、保育に関する要望や意
見、相談に際してわかりやすく説明する努力をし、全職員が知識と技術の向上に努
めます。
集団生活を通じて規律ある生活態度・習慣と、自分で考え・判断・行動・表現でき
る能力の形成を図ります。
子どもが健康で安全な環境が作れるよう保護者や地域社会とのコミュニケーション
を密にします。

◯インクルーシブ保育（「どんな子どもも一緒に育ち合おうよ」という保育）を実
践し、障がいのある子どもの受け入れに積極的に取り組み、共に育ち合える環境づ
くりと保育の実践に取り組んでいる。

◯定期的な子育て支援事業「ひまわりクラブ」（園庭開放・育児相談・身体測定・
親子サロン等）の開催・地域役員との情報交換・「お楽しみ会」等地域開放型行事
での地域の親子との交流等、地域交流に積極的に取り組み、地域に開かれた保育施
設として機能している。また、法人として定期的に「炊き出し」を行う等、地域貢
献に取り組んでいる。

〇子どもの健康を考え、完全無農薬、無肥料の自然栽培で育てた米を農家と直接契
約し、給食に提供している。菜園で収穫した野菜も調理に採り入れ、月１回の「お
楽しみ会」の日には行事にちなんだ食事を提供する等、子どもが安心安全に、楽し
く美味しく食事ができるよう取り組んでいる。
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◆評価機関総合コメント

◆特に評価の高い点

【総評】

大阪府に認定こども園3園と分園1園、保育所2園、子育て支援センターを展開する社会
福祉法人向日葵福祉会が運営する保育所型認定こども園である。平成28年に大阪市から
民間移管され、子育て支援事業等を通して地域交流に積極的に取り組み、インクルーシブ
教育を実践し、地域に開かれた保育施設として機能できるよう取り組んでいる。乳児は育
児担当制保育を取り入れ、食事・排泄・睡眠などの援助を同じ保育者が担当することで、
情緒が安定し愛着関係が持てるよう配慮している。幼児は異年齢保育を取り入れ、毎朝の
サーキットや体操・給食の時間に年齢の違う子ども同士で交流できる機会づくりを行い、
憧れ・思いやり・自信等につなげている。中長期的事業計画・事業計画を策定し、業務分
担表により組織と役割を明確にし、各種会議を定期的に実施する等、運営の安定・サービ
スの向上に計画的に取り組んでいる。新たにICTシステムを導入し、業務の効率化による
保育の質向上と働きやすい環境作り、保護者との情報交換と情報発信につなげられるよう
取り組んでいる。

〇中長期的事業計画・事業計画・資金収支予算書に基づいた園運営に取り組み、設備の整
備・職員体制の充実・人材育成等に反映している。人事考課・目標管理制度を整備し、階
層別・職種別・テーマ別の「教育研修計画」をもとに外部研修・法人研修・園内研修を実
施し、福利厚生の充実に努める等、職員の資質向上・働きやすい環境整備に取り組んでい
る。

〇組織（業務分担）を整備し、職務分掌・クラス運営・委員会（リスクマネジメント・保
育向上・サービス向上）と研修グループ（保育内容・安全衛生・資質向上・地域）の役割
等を具体的に分かりやすく明示している。各種委員会・各種研修グループ・各種会議（職
員会議・保育会議・献立会議・アレルギー会議・乳児会議・幼児会議等）を定期的に開催
し、職員の情報共有と連携をはかり、保育サービスの向上に取り組んでいる。

〇資質向上グループによる保育に関する内部監査、社会福祉施設運営自己点検・自己評価
表による園評価、自己評価シートやセルフチェックリストによる職員の自己評価等で定期
的に自己評価・振り返りを行う機会を持ち、第三者評価も定期的に（今回が3回目）受審
し、保育の質向上に向け意欲的に取り組んでいる。

〇子育て支援事業等を通して地域交流に積極的に取り組み、インクルーシブ教育を実践す
るとともに、要保護児童対策地域協議会、大阪市私立保育園連連盟ブロック会、近隣小学
校との連絡会、こども園ネットワーク全体会、区社協社会福祉施設連絡会、食育推進ネッ
トワーク等、多種の地域の関係機関と連携し、より良い保育に向けて取り組むとともに、
地域社会においての役割を果たしていくためにネットワークを有効に活用している。

〇園庭にジャングルジム・砂場・鉄棒などが設置され、屋上に人工芝を敷き詰めた遊び場
があり、水遊びやプール遊びにも活用している。天気の良い日は１日１回外遊びを行い、
幼児と乳児で園庭使用の時間を分け、安全にのびのびと遊べるよう配慮している。外部講
師による運動遊び・サッカー遊びの時間も設けている。花壇に季節の花を植え、プラン
ターで野菜の栽培や収穫を体験し、木の実拾いや虫探し等の探索活動を行う等、身近な自
然とふれあえるよう取り組んでいる。散歩や公園に出かける際は交通ルールを伝え、ク
リーンアップ活動では地域の公園清掃を行う等、社会的ルールや態度を身につける機会を
設けている。

〇各保育室はコーナー保育を取り入れ、生活や遊びに応じて棚や仕切りで分け、子どもが
主体的に自由に玩具や教材を選んで遊べるよう環境を大切にしている。室内環境を定期的
に見直し、子どもの発達や状況に応じて変更している。また、子どもがくつろいだり落ち
着いて過ごせるよう、カーペット・マット・クッション等の配置も工夫している。英語・
和太鼓・楽器遊び・運動遊び・制作活動・泥んこ遊び・プール水遊び等、様々な表現活動
ができるよう取り組んでいる。



◆改善を求められる点

◆第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

・別紙「第三者評価結果」を参照

◆第三者評価結果

よく取り組まれており、大きく改善を求められる点はない。さらなる取り組みとして、下
記の取り組みが望まれる。

〇サービス向上委員会が設置されているので、保護者に対し利用者満足に関するアンケー
ト調査を定期的に行い、アンケート結果を改善や向上につなげることが望まれる。

○様々な食育活動が実施されているので、現状に即した食育計画の作成と実施記録の整備
により、年度末の評価と次年度の食育計画作成につなげることが望まれる。

○人事考課制度・目標管理制度が整備されているので、キャリアパスフレームを整備する
等、職員が将来の姿を描くことができる仕組み作りを期待する。

〇指導計画作成・見直しにあたり、具体的なニーズを指導計画に明確に記載する工夫、ま
たニーズを把握するための情報を記載する書式の工夫が望まれる。

施設の全体的な取り組みについて、単に良し悪しを判断されるわけではなく、不十分な部
分を明確にしたうえで、何にどのように取り組むべきかという助言があり、より良い施設
運営への道筋を立ててもらうことができた。また長年慣例的に実施していたことや内規と
して明文化されていないルールが浮き彫りになり業務の見直しにも繋がった。各種計画や
記録については、それぞれていねいに確認していただけたことで、盛り込むべき内容や実
態に則した客観的な内容に作り替えることができた。



評価結果

Ⅰ-１-(1)-① a

（コメント）

評価結果

Ⅰ-２-(1)-① a

（コメント）

Ⅰ-２-(1)-②  経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている。 a

（コメント）

＜別紙＞

第三者評価結果

評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ-１　理念・基本方針

Ⅰ-１-(1) 理念、基本方針が確立・周知されている。

 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。

保育理念・保育方針をホームページ・「園生活のしおり」等に記載している。保
育理念は園の目指す方向・考え方を明示し、保育方針は保育理念と整合し、職員
の行動規範となる具体的な内容となっている。事務所等に掲示し、毎月の職員会
議で読み合わせを行い職員の周知を図っている。保育理念・保育方針をもとに
「全体的な計画」を編成し、「全体的な計画」をもとに各種指導計画を作成する
ことにより実践に向け取り組んでいる。職員会議・保育会議・個人面談等で、施
設長が保育理念・保育方針の周知状況を確認している。玄関に掲示し、「園生活
のしおり」にわかりやすく記載して入園説明時に説明し、保護者の周知を図って
いる。

Ⅰ-２　経営状況の把握

Ⅰ-２-(1) 経営環境の変化等に適切に対応している。

 事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されてい
る。

大阪市のホームページ・大阪市からのメール・大阪市私保連ブロック会への参
加・大阪府保育部会等からの情報により、福祉事業や市・区の保育事業の動向や
地域のニーズ等の把握に努めている。毎月、法人の書式で月次報告書を作成して
分析し、法人本部に報告している。また、市の書式でも月次報告書を作成し市に
提出している。収支については、税理士が収支状況をデータ化し把握している。

毎月開催する法人会議で、月次報告書・収支報告をもとに運営・経営状況を把
握・分析し、課題の抽出・分析を行っている。法人会議に理事長・理事を含む本
部役員も参加して課題を共有し、人材の確保・育成など、課題の解決・改善に向
け法人全体で取り組んでいる。内容に応じて、職員会議で職員にも周知してい
る。



評価結果

Ⅰ-３-(1)-① a

（コメント）

Ⅰ-３-(1)-② a

（コメント）

Ⅰ-３-(2)-① a

（コメント）

Ⅰ-３-(2)-② a

（コメント）

Ⅰ-３ 事業計画の策定

Ⅰ-３-(1) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている。

園の「中長期的事業計画（令和５年度～令和９年度）」を策定し、目標設定と行
動計画７項目等取り組むべき課題について、具体的な成果を設定し実施状況の評
価を行える内容となっている。園の事業計画を実現可能とする「資金収支予算
書」が毎年策定されている。毎月開催の理事長・理事等も参加する「法人会議」
で、随時実施状況について評価を行い、「利用定員の変更」等評価結果に基づく
見直し内容を法人会議議事録に記録している。見直し後の計画内容について職員
会議で説明し周知を図っている。

 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。

中長期的事業計画の主な内容を具体的に反映した単年度の「令和５年度事業計
画」を策定し、事業計画を実現可能とする単年度の「資金収支予算書」が策定さ
れている。「資金収支予算書」とともに、事業計画には児童数・有給休暇取得率
等数値目標や具体的成果が設定されており、実施状況の評価を行える内容となっ
ている。

Ⅰ-３-(２) 事業計画が適切に策定されている。

 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行わ
れ、職員が理解している。

年度末に園長・主幹保育教諭が、各種記録・職員会議等での職員の意見を集約し
事業報告を作成し、次年度の事業計画の策定に反映している。年度初めの職員会
議での説明・配布と、事務所への設置により職員に共有と理解を図っている。園
長が各種会議・各種委員会・行事後の振り返り等で把握した職員の意見をもと
に、随時、事業計画の進捗状況の把握を行っている。中間期（９月）に法人会議
で事業計画の実施状況について検証・評価を行い、評価結果に基づいて効率的な
人員配置等事業計画の見直しを行い、議事録に「事業計画の評価・見直し」を記
録している。職員会議で事業計画の実施状況や見直し内容について報告してい
る。

 事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している。

保育内容、施設・設備の整備等事業計画の主な内容が記載された「園生活のしお
り」を入園説明会で配布・説明している。在園児保護者にも、毎年配布し、個別
に説明している。また、「共同保育について」「ＩＣＴ化について」等分かりや
すく説明した資料を作成・配布し、保護者等がより理解しやすいような工夫を
行っている。負担金の変更や設備改修等については個別の説明や事務所前掲示に
より周知している。行事について「年間行事予定」・園だより等を通じて、保護
者等の参加を促している。



評価結果

Ⅰ-４-(1)-① a

（コメント）

Ⅰ-４-(1)-② a

（コメント）

評価結果

Ⅱ-１-(1)-① a

（コメント）

Ⅱ-１-(1)-② a

（コメント）

Ⅰ-４ 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

　Ⅰ-４-(1) 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

 保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している。

各種指導計画・資質向上グループによる保育に関する内部監査・目標管理・人事
考課等、ＰＤＣＡサイクルにもとづいて、定期的に保育内容について評価・振り
返りを行う体制を整備し、保育の質の向上に取り組んでいる。第三者評価は３回
目の受審である。令和4年度は、園長が社会福祉施設運営自己点検・自己評価表
の評価基準に基づいて自己評価を行い、評価結果の分析・検討は、園長・主幹保
育教諭が行っている。定められた評価基準に基づく保育に関する内部監査結果は
各種員会で、自己評価結果は法人会議で報告している。

 評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明確にし、計
画的な改善策を実施している。

「社会福祉施設運営自己点検・自己評価」「第三者評価自己評価」による自己評
価結果に基づく課題はなかったが、保育に関する内部監査結果に基づく課題につ
いては内部監査チェック表に文書化している。課題について、各クラスで共有
し、定めた改善策を実行している。

評価対象Ⅱ 組織の運営管理

Ⅱ-１ 管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ-１-(1) 管理者の責任が明確にされている。

 施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図って
いる。

園長は、中長期的事業計画・事業計画で、経営管理に関する方針を明確にしてい
る。「業務分担表」に園の経営管理に対する園長責任を文書化している。年度初
めの職員会議での重要事項説明書や業務分担表等の説明・配布を通じて自らの役
割と責任について表明している。「業務分担表」の主幹保育教諭業務内容に「園
長不在時は役割を代理する」と明示し、また、「園則（運営規定）」にも不在時
の権限委任を明示している。

 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。

園長は、法人諸規定・法令等をもとに利害関係者と適正な関係を保持しており、
取引事業者とは経理規定等に基づき、行政関係者とは市の定期的な監査受審等適
切に対応している。毎月の法人会議・大阪市私立保育園連連盟ブロック会への参
加、法人施設長研修参加等を通じて、遵守すべき法令の理解に努めている。ま
た、環境への配慮等も含む幅広い分野の法令を把握し、法令遵守に取り組んでい
る。法人での新人研修・園内研修等を通じて職員に遵守すべき法令等を周知して
いる。毎年、職員の守秘義務について、誓約書を交わしている。



Ⅱ-１-(２)-① a

（コメント）

Ⅱ-１-(２)-② a

（コメント）

評価結果

Ⅱ-２-(1)-① a

（コメント）

Ⅱ-２-(1)-② b

（コメント）

Ⅱ-１-(２) 管理者のリーダーシップが発揮されている。

 保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮してい
る。

園長は、園の自己評価・職員会議・保育の現状観察等を通じて保育の質の現状に
ついて、定期的・継続的に評価・分析を行っている。課題について職員会議や各
種委員会で課題の改善方法を検討し、改善に取り組んでいる。園長は、人事考課
面談・職員会議・随時の個人面談等で職員の意見の把握に努め、職員会議等で共
有しながら保育の質の向上に反映できるよう取り組んでいる。外部研修・園内研
修・法人内研修等多様な研修機会を設け、保育の質向上に向け研修の充実を図っ
ている。法人内系列施設間で公開保育を実施する計画がある。

 経営の改善や業務の実行性を高める取組に指導力を発揮してい
る。

園が提出する各種データーを基に本部が「月次推移報告書」を作成し、毎月の法
人会議で経営改善・業務改善に向け検討・分析を行っている。検討・分析結果を
基に、職員会議で業務の効率化等課題共有と解決に取り組んでいる。非常勤職員
の増員・クラス担任の複数配置等現状に即した人員体制の確保に努め、休憩の確
保・残業削減等、働きやすい環境整備に取り組んでいる。法人会議・職員会議・
委員会等、業務の実効性を高めるための体制を構築している。職員の意見を集約
し、法人内で連携しながら、保育アプリの導入等業務改善に取り組んでいる。

Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成

Ⅱ-２-(1) 福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、
取組が実施されている。

園則（運営規定）・園生活のしおりに職員体制を、中長期的事業計画・単年度事
業計画に福祉人材の確保・育成に関する方針を明示している。現状に即した人員
配置や必要な専門職の配置について毎月人員の充足度を園で確認し、「月次利用
報告書」を市へ提出している。特別カリキュラムとして、体操遊び・英語遊び・
サッカー遊び等の専門講師を園外からの派遣により配置している。法人と連携
し、ホームページ・ハローワーク・就職フェアー・養成校へのリクルート活動・
市の人材センター登録等を活用して、人材確保に努めている。

 総合的な人事管理が行われている。

法人の基本理念・保育理念・基本方針に基づき、法人として期待される保育士像
「職務基準」を明確にし、職員会議での説明・事務所への設置により周知してい
る。就業規則で昇進・昇格等人事基準を明確にし、法人新人研修・事務所への規
定集設置等で周知している。「人事考課シート」での自己評価を基に、一定の人
事基準にもとづき、園長が面談による一次評価を行い、専門性・能力・成果・貢
献度等を評価し、理事長による二次評価結果をフィードバック面談で職員に伝え
ている。職員処遇の水準について地域情報をもとに法人本部が分析し、職員の意
見・意向の把握をもとに法人会議で検討・提案し、法人として改善策を実施して
いる。
キャリアパスフレームの整備等、階層別に昇格要件・処遇等を明確にし、職員が
将来の姿を描くことができる仕組みづくりが望まれる。



Ⅱ-２-(２)-① a

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-① a

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-② a

（コメント）

Ⅱ-２-(２) 職員の就業状況に配慮がなされている。

 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組ん
でいる。

社会保険に関連する労務管理は法人本部が行っている。園の労務管理は、業務分
担表で園長職務と明記している。園長が勤怠システムで就業状況を確認し、法人
本部と共有・管理している。健康診断・ストレスチェックを年１回実施し、職員
の心身の健康と安全の確保に努めている。園長は定期的に年２回個別面談の機会
を設け、随時にも、園長や主幹保育教諭が相談対応する等、職員が相談しやすい
環境を整備している。面談・電話・メール等で法人に直接相談できる仕組みもあ
り、職員に周知している。また、顧問社会保険労務士に相談できる体制もある。
意向調査書・職員会議・面談等での職員意見や希望を採り入れ、インフルエンザ
予防接種費用の補助・コロナ特別休暇・半日単位有給制度の導入・民間共済会加
入等、福利厚生を実施している。また、リフレッシュ休暇・短時間就労、育児・
介護休暇休業制度等、ワークライフバランスに配慮した取り組みを行っている。
福利厚生の充実・ワークライフバランスに配慮した取り組みや、相談しやすい職
場環境づくり等、働きやすい職場づくりに取り組んでいる。

Ⅱ-２-(３) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。

職員個々の目標管理の仕組みが構築されている。園として「期待する職員像」を
明確にし、職員は人事考課結果や職員自己評価結果に基づいて「人事考課シー
ト」に年度目標を設定している。園長は面談で、目標の水準や内容が適切である
かを確認し、必要に応じて助言等を行い、「面談記録」欄に記録している。目標
期限を１年とし、進捗状況・達成度を中間面談を通じて相互確認を行い、園長が
中間評価を実施し職員に説明している。年度末に最終面談を実施して、設定した
目標の達成度に対する評価を「評価者総評」欄に記入して伝え、次年度の目標設
定に反映している。

 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研
修が実施されている。

外部研修・法人研修・園内研修について階層別・職種別・テーマ別「教育研修計
画」を策定し、計画作成後に確定した研修も追記している。職員に必要とされる
専門性を「内容目的」欄に明示している。教育研修計画に、実施状況を記入し研
修の実施を明確にしている。園内研修は、全職員対象に実施し、園長が「園内研
修実施記録」を作成している。欠席者には研修実施記録・資料の閲覧により周知
を図っている。外部研修は受講者の「研修報告」・研修資料により実施を把握
し、キャリアアップ研修は「受講レポート」「修了証」で受講を確認している。
法人研修は、管理職等を対象に職種や階層に応じた研修を実施している。各研修
報告書は、研修資料とともに「研修報告ファイル」に綴じて保管管理している。
年度末に園長が、研修報告書等から計画の進捗状況の確認・研修内容の見直しを
行い、検証結果に基づき、園長が次年度の研修計画・研修内容に反映させてい
る。



Ⅱ-２-(３)-③ b

（コメント）

Ⅱ-２-(４)-① a

（コメント）

評価結果

Ⅱ-３-(1)-① a

（コメント）

 職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。

園・法人本部で職員個別の専門資格取得状況・経験年数等を把握・管理してい
る。新入職者は、法人新任研修後、園長がしおりに沿って研修を実施している。
その後概ね1年間、担当職員がマニュアルに沿って、個別的なOJTを実施してい
る。外部・園内・法人研修等多様な研修機会を設け、階層別・職種別・テーマ別
研修を実施し、職員の職務や必要とする知識・技術水準に応じた教育・研修を実
施している。外部研修案内は事務所への掲示・閲覧により情報提供し、希望者や
経験年数等に応じた対象者に参加を奨励している。職員会議を活用し、内容に応
じ複数回実施する園内研修、外部研修受講のためのシフト調整・費用負担、オン
ライン研修受講のための受講時間・環境の整備等、職員が教育・研修の場に参加
できるよう配慮している。
新入職者に対するOJT研修について、統一した指導ができるよう研修プログラム
の作成と、実施記録の整備が望まれる。

Ⅱ-２-(４) 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

 実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について体制を整備
し、積極的な取組をしている。

直近では、令和3年度に大学の実習生受け入れがある。「保育実習生受け入れマ
ニュアル」に、基本姿勢・担当窓口・留意事項等を明示し、オリエンテーション
時に、留意事項を含む「誓約書」を交わしている。園のカリキュラム「実習課
程」を基に、実習生の希望を勘案し実習を実施している。園長が、実習生受け入
れ時に、実習指導担当者にマニュアル・実習プログラムに沿って助言している。
養成校との事前打ち合わせ、巡回教員との実習進捗確認・振り返り等を通して連
携を図っている。実習後「評価表」を作成し、学校に送付している。

Ⅱ-３ 運営の透明性の確保

Ⅱ-３-(1) 運営の透明性を確保するための取組が行われている。

 運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。

ホームページを活用し、理念・目標・保育計画・保育の内容や活動の様子・苦情
受付体制・苦情内容と改善策等を公開している。WAMNETの財務諸表等開示シ
ステムで法人の決算情報等を公開している。第三者評価受審は今回が3回目で、
受審結果をホームページ・WAMNETで公表している。子育て支援事業「ひまわ
りクラブ」・自治会役員との情報交換等を通じて、園の理念・ビジョン等を地域
に説明している。ホームページの活用とともに、見学・子育て支援事業・鶴見区
情報フェア開催時のパンフレット配布・鶴見区広報誌への保育内容掲載・園外掲
示板での子育て支援活動や行事案内等、園の理念・基本方針や活動内容等につい
て地域に発信している。



Ⅱ-３-(1)-② a

（コメント）

評価結果

Ⅱ-４-(1)-① a

（コメント）

Ⅱ-４-(1)-② a

（コメント）

 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われて
いる。

事務・経理・取引等に関する法人諸規定を整備している。業務分担表で事務管
理・出納責任等を園長業務とし権限・責任を明確にしている。定期的に監事によ
る監事監査を実施している。小口預かり金については、毎月「小口現金出納帳
簿」を本部に提出し確認を受けている。必要に応じて弁護士・社会保険労務士等
外部の専門家に相談や助言を得られる体制がある。監査法人による定期的な監査
支援（年４回）を実施し、指摘事項があれば、内容に応じて法人会議・職員会議
で共有し経営・運営改善を実施する仕組みがある。

Ⅱ-４ 地域との交流、地域貢献

Ⅱ-４-(1) 地域との関係が適切に確保されている。

 子どもと地域との交流を広げるための取組を行っている。

園の保育理念・保育基本方針に、地域との関わり方についての基本的な考え方を
明示し、具体的取り組み内容を、園の中長期的事業計画・単年度事業計画・園生
活のしおり等に文書化している。「子育てマップ」を玄関に掲示し、活用できる
社会資源や地域の情報があれば、玄関への設置や配布・保健だより等で保護者に
情報提供している。交通安全協会主催の「安全大会」等で地域に出かける時は職
員が引率している。通常は、高齢者施設訪問・「鶴見緑地パレード」に参加して
いる。毎月のお楽しみ会等地域開放型園行事や園庭開放を通じて、子どもたちと
交流する機会を設けている。子ども・保護者のニーズに応じて、ファミリーサ
ポートセンターや病児保育機関等地域における社会資源を利用できるよう子育て
マップ掲示等により情報提供している。

 ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立
している。

近隣中学生の職場体験を受け入れ、学校教育への協力を行っている。半日保育士
体験・絵本の読み聞かせ等ボランティアも受け入れている。「ボランティア受け
入れマニュアル」を整備し、基本姿勢・担当窓口・オリエンテーション内容・学
校教育等への協力について基本姿勢等を明文化している。ボランティアには事前
のオリエンテーション時に、オリエンテーション内容に沿って留意事項を説明し
「誓約書」を交わしている。



Ⅱ-４-(２)-① a

（コメント）

Ⅱ-４-(３)-① a

（コメント）

Ⅱ-４-(３)-② a

（コメント）

評価結果

Ⅲ-１-(1)-① a

（コメント）

Ⅱ-４-(２) 関係機関との連携が確保されている。

 保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が
適切に行われている。

医療機関・保育園・幼稚園・行政機関・子育て相談窓口等社会資源が掲載された
「子育てマップ」を活用し、玄関への掲示・職員会議等で情報共有している。定
期的に、大阪市私立保育園連盟会議・小学校連絡会議・こども園ネットワーク全
体会、区社協社会福祉施設連絡会、食育推進ネットワーク等に参加し、情報交換
を行っている。人材確保等共通の課題解決に向けて協働して取り組んでいる。虐
待や不適切な養育が疑われる事例があれば、要保護児童対策地域協議会・区の子
育て支援室・市の子ども相談センター等関係機関と連携・情報共有を図ってい
る。見守りが必要な家庭について「ケース会議」を実施し、モニタリング記録を
市に提出している。

Ⅱ-４-(３) 地域の福祉向上のための取組を行っている。

地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている。

子育て支援事業「ひまわりクラブ」・自治会役員との情報交換・地域の関係機関
や団体との連携・地域行事への参加・多様な相談支援事業の実施等を通して、育
児相談事業・子育てサロン等地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に努めてい
る。

 地域の福祉ニーズにもとづく公益的な事業・活動が行われてい
る。

 把握した福祉ニーズ等にもとづいて、子育て何でも相談・親子サロン等を、事
業計画・全体的な計画等で明示し、活動に取り組んでいる。法人として「炊き出
し」を実施し、地域コミュニティの活性化やまちづくり等に取り組んでいる。ス
マイルサポーター（園長）による発達相談・お楽しみ会（虫歯予防デイ）での歯
磨き指導等を行っている。AEDを設置し、玄関にステッカーを掲示するととも
に、全職員が毎年園内「救急AED研修」を受講し、地域住民の緊急時対応に役
立つよう備えている。また、米・乾パン・簡易トイレ等「備蓄セット」を地域に
提供できるよう準備し、リストに沿って安全衛生グループが管理している。

評価対象Ⅲ 適切な福祉サービスの実施

Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス

Ⅲ-１-(1) 利用者を尊重する姿勢が明示されている。

 子どもを尊重した保育について共通の理解をもつための取組を
行っている。

保育理念・保育方針、「倫理綱領」、保育に関する各種マニュアル・要領に、子
どもの尊重について明示されている。マニュアルファイルに閉じ、毎年回覧し回
覧印により周知を確認している。子どもの尊重等について、定期的に「セルフ
チェックリスト」により自己評価等を行い、園内研修で研修を実施している。担
当制保育・異年齢保育・インクルーシブ保育を導入し、子どもが互いを尊重する
保育を実践している。色・遊び・役割等の選択や保育教諭の言動から、性差への
先入観による固定的な対応をしないように配慮している。園の方針を「園生活の
しおり」等に記載し、保護者に伝えている。



Ⅲ-１-(1)-② a

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-① a

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-② a

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-③ a

（コメント）

Ⅲ-１-(３)-① b

 子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている。

「プライバシー配慮マニュアル」を整備し、毎年マニュアル回覧研修により周知
を図り、回覧印で周知を確認している。幼児用トイレに扉付きのトイレを2か所
設置し、着替え・排泄・シャワーを行う際に他からの視線を遮るようカーテンや
仕切りを設置する等、プライバシーに配慮した環境・設備を整備している。保育
の中でのプライバシーへの配慮については、園長が保育実践の中で確認してい
る。子どもには、年齢に応じて、絵本等を教材にしてプライバシー保護について
伝えている。保護者には、「園生活のしおり」等に沿って入園説明や懇談で伝え
ている。

Ⅲ-１-(２) 福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

 利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的に提供して
いる。

入園希望者に対してホームページ・パンフレット等で情報提供し、パンフレット
は希望者に配布するとともに、区の情報フェア等多くの人が入手できる場所に置
いている。ホームページやパンフレットは、言葉遣いや写真・図・絵の使用等で
わかりやすい内容になっている。見学希望に随時対応し、保育内容や設備・地域
活動など様々な取り組みについて、パンフレットを用いて丁寧な説明に努めてい
る。ホームページ・パンフレットは、適宜見直し・更新している。

 保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明してい
る。

「入退園マニュアル」を整備している。入園説明会を個別に行い、「園生活のし
おり（重要事項説明書）」に沿って説明し、同意書で同意を得ている。個別に説
明するので、理解を確認しながら、随時質問に対応し、わかりやすい説明に努め
ている。変更が生じる場合は、園だよりへの記載・施設掲示板への掲示・口頭で
の説明等で伝えている。内容に応じて次年度の「園生活のしおり（重要事項説明
書）」を変更し、毎年配布し、同意書で同意を得ている。

 保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応を行ってい
る。

転園の場合は、要請に応じて引継ぎ文書を作成したり、電話で説明し、保育の継
続性に配慮した対応を行っている。転園後も在園時と同様の相談窓口で対応する
ことを保護者に伝えている。相談窓口を記載した「園生活のしおり」は、毎年配
布している。

Ⅲ-１-(３) 利用者満足の向上に努めている。

 利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行ってい
る。



（コメント）

Ⅲ-１-(４)-① a

（コメント）

Ⅲ-１-(４)-② a

（コメント）

Ⅲ-１-(４)-③ a

（コメント）

Ⅲ-１-(５)-① a

日々の保育の中での子どもの様子や登・降園時等の保護者とのコミュニケーショ
ンから、子どもの満足の把握に努めている。個人懇談・クラス歓談でも、保護者
満足の把握に努めている。サービス向上委員会を設置し、保護者からの苦情・相
談・要望を分析・検討している。
保護者満足に関するアンケート調査を定期的に行い、サービス向上委員会が集計
し、分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善・向上につなげる仕組みづくり
が望まれる。

Ⅲ-１-(４) 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。

苦情解決責任者・苦情受付担当者・第三者委員を設置し、苦情解決の体制を整備
している。「園生活のしおり」に窓口を記載して配布している。外向きの施設掲
示板に掲示し、保護者にも地域にも明示している。ホームページに苦情受付の流
れをわかりやすく説明している。保護者との関係づくり・意見箱の設置等によ
り、保護者が苦情を申し出しやすいよう配慮している。苦情があった場合は「相
談・苦情受付書」に記録し、職員会議・保育会議で周知し改善に取り組んでい
る。また、申し出た保護者や地域住民の了承を得た上で、ホームページ上に内容
を公表してる。

 保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護者等に周知
している。

「要望・苦情等に関する相談窓口」を「園生活のしおり」に記載して配布し、施
設掲示板に掲示している。事務室・保育室の扉に職員の顔写真と名前を表示し、
相談しやすいよう工夫している。事務所内の相談室・プレイルームで相談対応
し、相談しやすい環境に配慮している。

 保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応してい
る。

登・降園時のコミュニケーションを大切に、保護者が相談しやすく意見を言いや
すい関係づくりに努めている。意見箱の設置・個人懇談・クラス懇談等でも、意
見の把握に努めている。マニュアルとして「相談苦情対応要領」を整備し、資質
向上研修グループが年に1回見直しを行っている。相談・意見を受けた際は、内
容に応じて「保護者・地域からの要望（情報）」「育児相談受付票」に記録して
いる。「保護者・地域からの要望（情報）」は事務所・各クラス別に記録し、職
員会議・保育会議で共有している。サービス向上委員会が3カ月毎にまとめ、改
善・向上に向け取り組む仕組みがある。

Ⅲ-１-(５) 安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

 安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメン
ト体制が構築されている。



（コメント）

Ⅲ-１-(５)-② a

（コメント）

Ⅲ-１-(５)-③ a

（コメント）

評価結果

Ⅲ-２-(1)-① a

「リスクマネジメント委員会」「安全衛生研修グループ」を設置し、リスクマネ
ジメントに関する体制を整備している。「安全管理チェックシート」「安全点検
ツアー」「内部監査」により、安全点検を実施している。「事故防止マニュア
ル」を整備し、年に1回マニュアルの回覧研修を行い、回覧印で周知を確認して
いる。毎年、市に講師依頼し外部講師による「事故予防研修」を実施している。
ヒヤリハット事例はクラス毎に「ヒヤリハット表」に記録し、「安全衛生研修グ
ループ」が内容・時間帯・乳幼児別に毎月グラフ化し職員会議で共有している。
事故事例については「事故報告書」に記録し、3カ月後に「再発防止処置報告
書」を作成し、事故防止策の実効性についての評価を行っている。受診を要する
事故事例については、「事故記録簿」も作成している。

 感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための体制を
整備し、取組を行っている。

「安全衛生研修グループ」を設置し、感染症対策に関する体制を整備している。
（組織図の業務分担に明記してはどうか。）「感染症対策マニュアル」を整備
し、年に1回マニュアルの回覧研修を行い、回覧印で周知を確認している。嘔吐
処理のシミュレーション研修も実施している。マニュアルをもとに、感染症の予
防策、発生時の対応を行っている。マニュアルの見直しは、「安全衛生研修グ
ループ」が年に1回行っている。保護者には、「園生活のしおり」「保健だよ
り」で情報提供し、発生時は掲示により状況を伝えている。

 災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行って
いる。

「防災マニュアル」に災害時の対応体制を定めている。「災害・不審者避難時の
役割分担」「火災予防組織編成表」を保育室に掲示し周知を図っている。子ど
も・保護者及び職員の安否確認は、公式ラインで行うこととし周知している。避
難訓練年間計画を作成し、火災・地震・津波・不審者等の災害想定訓練を毎月実
施し、年に1回消防署が来園しての訓練も実施している。実施後は、「避難訓練
実施記録」を作成し、回覧により共有している。備蓄品については、事務所保管
と避難リュックに分けて備蓄リストを作成し、事務所保管の備蓄は園長が、避難
リュックはクラス担任が管理している。

Ⅲ-２ 福祉サービスの質の確保

Ⅲ-２-(1) 提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。

 保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提供されてい
る。



（コメント）

Ⅲ-２-(1)-② a

（コメント）

Ⅲ-２-(２)-① b

（コメント）

保育の標準的な実施方法を「保育マニュアル（幼児クラス1日の流れ・おやつと
昼食の流れ）」「室内保育要領」「園庭遊び実施要領」に文書化し、子どもの尊
重についても言及している。年に1回マニュアルの回覧研修を行い、回覧印で周
知を確認している。「オムツ交換」「排泄」「着替え」「食事」「手洗い」の手
順が乳児の保育室の適所に掲示され、手順の標準化を図っている。園長が保育実
践を確認する中で、標準的な実施方法についても確認している。また、各クラス
の内部監査や保育士個々の「保育マニュアルにおける自己評価」でも実施状況を
確認している。各指導計画に基づいた保育を実践し、保育実践が画一的なものと
ならないように取り組んでいる。

 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。

保育に関するマニュアル・要領は、サービス向上委員会の資質向上研修グループ
が、年に1回検証・見直しを行うこととし実施している。検証・見直しの結果
は、履歴に記録している。検証・見直しにあたり、日頃の保育の実践状況、職員
会議・保育会議での職員の意見、「保育基本マニュアルにおける自己評価」等を
反映させている。

Ⅲ-２-(２) 適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

 アセスメントにもとづく指導計画を適切に策定している。

指導計画作成の最終責任者を園長としている。入園前の保護者面接での聞き取り
と「入園時の健康及び生活記録表」「生活の様子について」で食事・睡眠・排
泄・体質等を把握し、実際には１週間程度の慣らし保育で状況を確認している。
クラス会議・アレルギー会議等で子ども一人ひとりのアセスメントを実施し、必
要に応じて栄養士・園長等と協議し、個別月案に反映している。個人懇談で把握
した内容は個人懇談記録に記録し、園で一括保管している。送迎時に聞き取った
保護者のニーズは保育者が保育日誌や個人ノートにメモしている。全体的な計画
に基づき、各指導計画を作成し、保育実践については期毎・月毎・日々、保育に
対する自己評価を行う仕組みがあり、機能している。月初めの子どもの姿欄に、
前月の様子を記録している。要支援家庭や支援児等については、大阪市の巡回訪
問時に相談する体制があり、子どもの姿・保育内容の助言を受け、職員会議で検
討し、全職員で対応を共有している。保護者から聞き取ったニーズや相談内容に
ついては、今後は児童票や指導計画等に記録し、保育に反映していることが明確
になる工夫が望まれる。



Ⅲ-２-(２)-② b

（コメント）

Ⅲ-２-(３)-① b

（コメント）

Ⅲ-２-(３)-② a

（コメント）

記録管理の責任者を園長とし、情報管理規程や帳簿保管年限表により文書を管理
している。子どもの個人情報に係る記録は事務所の鍵付きロッカーに保管し情報
漏洩について対策を施している。また毎月の職員会議にて守秘義務について確認
するとともにすべての職員は毎年守秘義務誓約書に署名するよう体制を整えてい
る。保護者においても「園生活のしおり（重要事項説明書）」毎年配布で個人情
報に関する事項について説明し同意書毎年を受け取っている。

 定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。

各指導計画は保育実践後・期毎・年度末等に自己評価を行っている。日案は日々
振り返りを行い、保育日誌に記録している。月案は月末に今月の自己評価と保育
に対する自己評価を記録し、評価した結果を次の計画に反映している。緊急に計
画を変更する場合は、職員会議・口頭伝達・回覧により全職員に周知している。
週案についても、週末に振り返り評価することを期待する。また評価・見直しに
あたっては、保護者の意向や子どものニーズの対する支援への対応状況等、保育
の質の向上に関わる課題等を明確にする工夫が望まれる。

Ⅲ-２-(３) 福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

 子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で
共有化されている。

子どもの発達状況を年齢毎の「児童票」の到達年月を記録している。裏面には、
乳児は前期・後期に、幼児は行事後や年度末に、行事の様子や不安なこと、苦手
なこと、成長した姿を記録している。０歳児は「個人生活記録簿」に日々の様子
を記録している。０,１,２歳児は生活の様子をICTシステムに記録している。各種
記録は園長が確認し、記録の内容や書き方に差異が生じないよう適宜、指導・助
言している。日々の情報共有は業務日誌・各クラスの引継ぎボードで行ってい
る。職員会議・保育会議・献立会議・アレルギー会議を毎月、乳児会議・幼児
（ホーム会議）を随時、各委員会会議・各研修グループ会議を実施し、情報共有
している。文書による情報共有は回覧印で周知を確認している。パソコンの共有
フォルダーでの情報共有も行っている。
「児童票」に「保育経過記録」等の書式を追加し、個別の経過(子どもの発達や
成長した姿・保護者のニーズ・病気・特記事項等)を期毎また随時に記録に残す
こと、また職員の誰が見ても経過がわかるよう書式を工夫することを期待する。

 子どもに関する記録の管理体制が確立している。



評価結果

Ａ-１-（１）-① a

（コメント）

Ａ-１-（２）-① a

（コメント）

Ａ-１-（２）-② a

（コメント）

Ａ－１－（２）　環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開

生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごすことのでき
る環境を整備している。

各保育室は温度湿度を管理し、エアコン・空気清浄機・窓からの採光等により、
快適な状態を保持している。カーテンの色は淡い桃色で統一され、室内は温かみ
が感じられる。保育所内外の環境は日々の清掃と玩具消毒、月１回「安全点検
チェックリスト」を用いて担任以外の職員の目で安全点検を実施し、布団マット
は園で管理し、バスタオル２枚は週末に保護者が持ち帰りをする等、衛生管理に
努めている。各保育室はクッションやマットを敷いてくつろげるコーナーを配置
する等、心地よい空間づくりに配慮している。乳児クラスは食事と睡眠の場所を
分け動線にも配慮し、幼児は異年齢グループで食事をとる等、楽しく食事ができ
る場所を確保している。手洗い場・トイレは子どもの背の高さに合わせ、幼児ト
イレの奥には個室トイレや和式トイレを設置する等、利用しやすい設備を整え、
「手洗い場清掃チェック表」「トイレ清掃チェック表」により定期的に清掃・消
毒を行うことで安全面・衛生面にも配慮している。

子どもの発達状況や発達過程・家庭環境等を、入園当初は「入園時の健康及び生
活記録表」「生活の様子について」で把握し、個人差を尊重している。日々連絡
帳のやりとりや送迎時の会話を通して、一人ひとりの生活状況等を確認してい
る。保育の状況は個別月案や保育日誌に記録して把握している。年度当初に保育
会議・職員会議等で子どもへの関わり方や対応を共通認識し、丁寧にわかりやす
い言葉で話すよう配慮している。言葉やしぐさで表現できない気持ちを保育者が
汲み取り、言語化して気持ちを引き出し、欲求を受け止め、気持ちに寄り添って
適切に関わっている。急かす言葉・否定的な言葉は使用しないよう職員会議で共
有し、毎月月末に自己評価を行い、保育者自身や保育を振り返る機会を設けてい
る。

一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた保育を行っ
ている。

児童福祉分野【保育所】の内容評価基準

Ａ－１　保育内容

Ａ－１－（１）　保育課程の編成

保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの心身の発達
や家庭及び地域の実態に応じて全体的な計画を編成している。

「全体的な計画」は、児童福祉法の趣旨をとらえ、事業の目的・保育理念・保育
方針・保育目標に基づいて、年齢に応じた発達課程・保育時間・地域の実態等を
考慮して編成している。年度末の職員会議の総括会議で、職員が参画して各クラ
スの評価・振り返りを行い、次年度の「全体的な計画」の編成に反映している。



Ａ-１-（２）-③ a

（コメント）

Ａ-１-（２）-④ a

（コメント）

Ａ-１-（２）-⑤ a

（コメント）

乳児保育（０歳児）において、養護と教育が一体的に展開される
よう適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

０,１歳児は合同保育を行っており、広い室内にベビーベッド・ガード・個人棚
等を設置し、子どもがハイハイ・つかまり立ち・伝い歩き・律動等の運動遊びが
できるできるスペース、手の大きさに合わせた玩具・絵本・ままごとコーナー、
じゅうたん・クッションマット・ミニソファのあるくつろぎスペース等を確保し
ている。天蓋をつけて高さを低くし、モビールを吊るす等、安心感のある空間づ
くりに配慮している。育児担当制保育を導入し、子ども一人ひとりの生活リズム
を大切にし、同じ保育者が１対１で関わることで愛着関係を構築できるよう配慮
している。着替え・排泄・食事等では、子どもの表情から気持ちを汲み取り、言
葉に置き換えて応答的に関わっている。入園時は「健康及び生活記録表」・慣ら
し保育で子どもの状況を把握し、日々ICTシステムの連絡帳や登降園時の時のコ
ミュニケーションで保護者と連携を密にし、個別懇談会で情報を共有している。

乳児は担当制保育により、月案にねらいを定め、一人ひとりの子どもの発達やタ
イミングに応じて、個別に基本的な生活習慣を身につけられるよう援助してい
る。視覚支援を取り入れ、遊びや生活動線を工夫し、衣服の着脱・排泄・食事等
の手順を統一して関わることで、子どもが安心して過ごせるよう配慮している。
子どもの主体性を尊重し、子どもの興味や自分でやろうとする気持ちを大切にし
ながら、必要に応じて見守りやさりげない援助を行っている。クラスやグループ
での活動は動と静の遊びを取り入れ、子どもの生活リズム・体調に応じて乳児は
水分補給と休息の時間を設け、３・４・５歳児は水筒を持参し自分の意思でも
しっかり水分補給ができるよう配慮している。手洗い場に「手洗いの方法」を掲
示し視覚支援を行い、手洗い方法・トイレの使い方・洋服のたたみ方等は子ども
が理解しやすいよう丁寧に繰り返し働きかけている。

各保育室は生活や遊びに応じて棚や仕切りで区切り、子どもが自主的に自由に好
きな玩具や教材を選べるようコーナーを配置している。環境設定を定期的に見直
し、絵本や玩具は発達や状況に応じて変更し、子どもが自発的に遊んだり友だち
と関わって過ごせるよう適宜援助している。乳児クラスは室内用具を用意し、発
達に合わせて運動ができるよう工夫している。幼児クラスは毎朝体育ローテー
ションの時間を設け、異年齢でのびのびと体を動かすことができるよう取り組ん
でいる。また外部講師による運動遊び・サッカー遊びの時間も設けている。天気
の良い日には１日１回外遊びを行い、園庭にはジャングルジム・砂場・鉄棒など
が設置され、四輪車・フープなども用意し、幼児と乳児で園庭使用時間を分け、
安全に遊べるよう配慮している。散歩や公園に出かける際は交通ルールを伝え、
クリーンアップ活動では地域の公園清掃を行うなど、社会的ルールや態度を身に
つける機会を設けている。園庭開放・お楽しみ会・姉妹園との交流等、地域の人
とふれあう機会も設けている。花壇に季節の花を植え、プランターでの野菜栽培
や収穫体験、木の実拾いや虫探し等、身近な自然とふれあえるよう取り組んでい
る。英語・和太鼓・楽器遊び・運動遊び・制作活動・泥んこ遊び・プール水遊び
等、様々な表現活動ができるよう工夫している。

子どもが基本的な生活習慣を身につけることができる環境の整
備、援助を行っている。

子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子どもの生活と遊び
を豊かにする保育を展開している。



Ａ-１-（２）-⑥ a

（コメント）

Ａ-１-（２）-⑦ a
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Ａ-１-（２）-⑧ a

３歳未満児（１・２歳児）の保育において、養護と教育が一体的
に展開されるよう適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮
している。

育児担当制保育を実施し、遊び・着替え・排泄時などは子どもが自分でしようと
する気持ちを大切にし、時間にゆとりを持ってじっくり寄り添いながら、適宜必
要な見守りや支援を行っている。わらべうたを通して、リズムを楽しんだり心が
通うよう工夫している。１歳児は微細遊びや粗大遊びを取り入れている。２歳児
は玩具を豊富に用意し、ジョイントマットでコーナーを配置し、見立て遊びを存
分にできるよう環境を工夫している。危険のないよう鈍角処理を行い、探索活動
が安全かつ十分に行えるよう配慮している。子どもの自我の育ちを受け止め、友
だちとのやり取りでは気持ちを言葉で代弁して仲立ちする等、適切に関わってい
る。気持ちが不安定に子どもには、園長や主幹保育教諭が適宜保育に入る等、職
員間で連携して子どもが安心して過ごせるよう取り組んでいる。日々の合同保育
や園庭遊び、月１回のお楽しみ会などの時間に、様々な年齢の子どもとの関わり
を図っている。保護者とはICTシステムや登降園時の伝達により連携を図り、ク
ラスボード、掲示板、クラス懇談会等により、子どもの様子を伝えている。

障がいのある子どもが安心して生活できる環境を整備し、保育の
内容や方法に配慮している。

３歳以上児の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよ
う適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

幼児クラスは「１日の流れ」「カレンダーボード」を掲示し、見通しを持って生
活や遊びができるよう視覚支援に取り組んでいる。毎日異年齢で過ごす時間を設
け、一緒に関わる中で、子どもたちが思いやりの心や憧れの気持ちを持てるよう
取り組んでいる。３歳児は玩具・絵本等を豊富に用意し、好きな遊びを自ら選ん
でじっくり遊べるよう環境を整備している。鉄棒ぶら下がりやマット等のサー
キットにも取り組んでいる。４歳児は名前呼びや人数数えなどを丁寧に行い、自
分と友だちを意識できるよう配慮している。体を動かしたり、制作にじっくり取
り組めるよう工夫している。５歳児は体育指導・サッカー遊び・英語・姉妹園交
流・小学校交流など年長クラスとして様々な体験ができる機会を設け、運動会で
は和太鼓・ソーラン節・パラバルーン・リレーなどに取り組み、友だちと協力し
て一つのことをやり遂げ達成感が味わえるよう、適宜保育者が関わっている。子
どもの育ちや協働的な活動については、ブログや掲示・クラスだより等で保護者
や地域に伝え、小学校へは訪問時や引継ぎ時に伝えている。
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Ａ-１-（２）-⑨ a
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Ａ-１-（２）-⑩ a

（コメント）

Ａ-１-（３）-① a

保育室は保護クッションマットを敷き、パーテーションで区切る等、障がいのあ
る子どもが安心安全に生活ができるよう環境を整備している。保護者との面談で
家庭環境や保護者の意向等を確認し「個別の教育支援計画」を作成し、３か月毎
に「個別の指導計画」で支援方法・支援手だてを検討し、実施後に評価を行って
いる。玩具棚には玩具の写真やマークを貼り置き場がわかるよう工夫する等、視
覚支援に取り組んでいる。子ども同士の関わりに配慮し、保育者も一緒に遊んだ
り、見守る等適切に対応している。保護者とは送迎時に連携を図り、大阪の巡回
訪問事業を活用し、助言や相談を受ける体制がある。また園児が通所しているデ
イサービスとは保護者を通じて連携を図っている。外部の障がい児研修に参加
し、参加者はレポートを作成し、職員で回覧周知している。園の保護者には、相
談があれば情報を伝え、関係機関につなぐ体制がある。

それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を整備し、保育の内
容や方法に配慮している。

 子どもの健康管理を適切に行っている。

育児担当制保育・０,１歳児合同保育・幼児異年齢保育・早朝延長保育・土曜合
同保育等を取り入れ、子どもが主体の計画性のある取組となるよう配慮してい
る。一日の流れを見通して行動できるよう、個々の生活リズムや動線にも配慮し
ている。各保育室はコーナー保育を取り入れ、カーペットやジョイントマット・
クッション・ミニテーブル・ソファ等を設置し、子どもがいつでもくつろいだり
落ち着ける環境を整備している。また時間と空間にゆとりを持たせ、子どもが
ゆったりと生活できるよう配慮している。子どもの登園時間や生活リズムに配慮
し、食事やおやつを提供している。各クラスの「引継ぎボード」と口頭伝達によ
り引継ぎを行い、保護者とはＩＣＴシステムや登降園時のコミュニケーションで
連携を図っている。

「全体的な計画」や5歳児の指導計画に、小学校との連携や就学に関連する事項
を記載している。小学校との交流活動で、小学校の見学や５歳児と小学校１年生
の交流を行い、子どもが小学校生活に見通しが持てる機会を設けている。クラス
懇談会（通常は１月実施）や個人懇談会（12月）で、保護者が小学校生活に見
通しが持てるよう支援している。近隣小学校の引継ぎ会議に参加し、小学校と連
携している。それ以外の小学校とは、来園でのケース会議や電話で連携してい
る。担任保育教諭が児童要録を作成し、園長が確認して提出している。

小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保育の内容や方
法、保護者との関わりに配慮している。

Ａ－１－（３）　　健康管理
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Ａ-１-（３）-② a
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Ａ-１-（３）-③ a
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Ａ-１-（４）-① b

「けんこうてちょう」に内科健診・歯科検診・身体測定・尿検査・視力検査果の
結果を記録し、職員・保護者と情報共有している。歯科検診で所見があった場合
は「検診結果のお知らせと受診報告書」で、内科健診の結果は「けんこうてちょ
う」で保護者に伝えている。健康診断・歯科健診の結果を、「年間保健計画」の
「保健指導」に反映している。

「アレルギー対応マニュアル」「食事提供マニュアル」を整備し、年度初めの職
員会議で対応方法を周知し、「アレルギー児対応状況表」で把握共有している。
入園時の面接時の聞き取り確認を行い、保護者の「アレルギーに関する調査
票」・医師の「アレルギー疾患生活管理指導表」(年１回更新)の提出により開始
し、「除去食物介助申請書」で解除する等、適切に対応している。月１回保護者
と担任でアレルギー献立表を確認後、クラス代表と給食職員参加の献立会議・ア
レルギー会議で個別に対応を検討し、職員間で情報共有し連携を密にしている。
給食おやつの調理時・配膳時・提供時に複数の職員で目視・指差し・声出し確認
を行い、アレルギーカードに押印している。食事の際は配席を決めて他児との距
離に配慮し、色の違う食器にラップをかけアレルギー児専用プレートを使用し、
提供時は見守りや援助を行っている。「検食簿」にアレルギー代替食を記録して
いる。園内研修で事故予防・誤食対応研修を実施している。

Ａ－１－（４）　　食事

「日常生活における健康管理」マニュアルを整備し、アニュアル回覧で周知を
図っている。子どもの体調悪化・けが等については、主に電話で保護者に伝え、
クラス日誌に記録している。子どもの保健に関して、「年間保健計画」を作成し
ている。子どもの健康状態に関する情報は、「引継ぎボード」や職員会議・保育
会議で情報共有している。子どもの既往歴や予防接種状況は、入園時は「生活記
録表」と「けんこうてちょう」に記録し、その後は「けんこうてちょう」に保護
者が追記している。保護者に対し、園の子どもの健康に関する方針や取組を、
「保健・衛生のしおり」「保健だより」で伝えている。毎月の職員会議で、
SIDS防止に関する注意喚起を行い、午睡チェック表で0歳児は５分、1・2歳児
は10分毎に向き・態勢等を管理している。保護者には、「保健・衛生のしお
り」でSIDSに関する情報を伝えている。

 健康診断・歯科健診の結果を保育に反映している。

アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて、医師からの
指示を受け適切な対応を行っている。

 食事を楽しむことができるよう工夫をしている。



（コメント）

Ａ-１-（４）-② a

（コメント）

評価結果

Ａ-２-（１）-① a

（コメント）

子どもがおいしく安心して食べることのできる食事を提供してい
る。

Ａ-２　子育て支援

Ａ－２－（１）　家庭との緊密な連携

一人ひとりの子どもの発育状況・食事量・好き嫌い等を考慮し、体調不良児には
当日保護者と連携して量を変更する等、個別に対応している。検食結果を「検食
簿」に、残食結果を「給食日誌」に記録している。献立は２週間サイクルとし、
毎月の献立会議には栄養士・クラス担任が参加し、発育状況の確認や検食残食結
果を検討し、結果を献立や調理の工夫に反映している。調理は委託業者が行い、
契約農家の無農薬・無化学肥料の米や旬の食材を積極的に取り入れ、安心安全な
食事を提供している。菜園で収穫した野菜も調理に採り入れ、月１回のお楽しみ
会の日には行事にちなんだ食事を用意し、子どもが楽しくおいしく食事ができる
よう工夫している。厨房職員が食事の様子を見たり実際に会話する機会を設けて
いる。委託業者の「大量調理施設衛生管理マニュアル」を整備し、「給食衛生管
理点検表」「給食業務点検表」「調理室チェック表」により給食室の点検を行
い、適切な衛生管理・安全な給食作りに取り組んでいる。

連絡帳のやり取り（令和６年２月からは保育アプリ）や登降園時のコミュニケー
ションを通して、家庭との日常的な情報交換を図っている。ホームページのブロ
グ・施設内の掲示板・園だより・クラスだより・給食食育だより・保健だより・
個人懇談・クラス懇談・保育参観・ビデオ参観・保育ボランティア・運動会・生
活発表会等により、保育の意図や保育内容について保護者の理解を得たり、子ど
もの成長を共有できるよう支援している。家庭の状況、保護者との情報交換の内
容を必要に応じて、「子どもの育ちを支える資料」や「別紙」に記録し、児童票
ファイルに閉じている。

 子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を行っている。

月案に食育項目を組み込み、月１回お楽しみ会で食育の話(旬の食材の話・伝統
行事の話など)をクイズ形式にして伝え、子どもが楽しみながら学べる機会を設
けている。クラス毎に菜園活動を行い、季節の野菜を育て、収穫したものを給食
室へ届け、調理されたものを食す機会を設け、食への興味が持てるよう取り組ん
でいる。乳児はグループ毎に着席し、発達に応じて適宜援助や見守りを行ってい
る。幼児はクラス単位や異年齢グループで楽しく食事ができるよう環境を工夫し
ている。食前に献立を紹介し、食への意欲が持てるよう配慮している。また個人
差や食欲に応じて量を加減し、おかわりにも対応している。おいもほり、おもち
つきなど、楽しい経験ができるよう取り組んでいる。食育だより・献立表の配
布、ブログ掲載、ＩＣＴシステムによる配信、給食おやつサンプルの展示等によ
り、食生活や食に関する取組を伝え、保護者と連携を図っている。
給食業者の食育計画を整備しているが活用できておらず、食育計画・実施記録が
不十分である。今後は、園独自の食育計画・栽培活動計画等を作成し、計画内容
に沿った保育の実施・評価・振り返りを行い、一連の取組を記録に残し、次の計
画や保育につなげることを期待する。
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Ａ-２-（２）-② a

（コメント）

Ａ－２－（２）保護者等の支援

 保護者が安心して子育てができるよう支援を行っている。

家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期発見・早期対
応及び虐待の予防に努めている。

連絡帳のやり取り（令和６年２月からは保育アプリ）や登降園時のコミュニケー
ションにより、保護者との信頼関係の構築に努めている。保護者からの要望があ
れば、個々の事情に配慮して日時を調整し相談対応している。主に担任保育教諭
が相談対応し、必要に応じて施設長が助言・同席している。内容に応じて園の管
理栄養士が相談対応したり、関係機関と連携する等、保護者支援に努めている。
相談内容は、個人懇談記録に記録している。

毎朝の受け入れ時・衣服の着脱時等の視診、服装や持ち物の確認により、兆候を
見逃さないよう取り組んでいる。虐待の疑いがある場合は速やかに園長に報告
し、子どもの状態を記録・写真に残し、区役所の担当課や子ども相談センターと
連携している。保護者の様子にも留意し、適宜、声掛けや面談を行い、予防的な
支援を行っている。虐待対応マニュアルを整備し、マニュアルの回覧研修で周知
を図っている。職員会議での研修を実施し、毎回の職員会議で不適切保育・虐待
防止についての確認も行っている。



評価結果

Ａ-３-（１）-① a

（コメント）

評価結果

Ａ-４-(1)-① a

（コメント）

Ａ-４-(1) 子どもの発達・生活援助

Ａ-４ 子どもの発達・生活援助

Ａ－３ 保育の質の向上

月案週案の「自己評価と反省」・年間指導計画の「評価」（年3回）・保育日誌
の「子どもの様子・反省」の記録や、職員会議（毎月）での話し合いを通じて、
保育教諭が保育実践の振り返り（自己評価）を行っている。保育教諭の自己評価
を年に１回実施している。年度末の職員会議で総括会議を実施し、各クラスの総
括で評価振り返りを行い、園全体の自己評価につなげ、次年度の取り組みに反映
している。職員会議・総括会議での話し合いは、互いの学び合い・保育の改善や
専門性の向上につながっている。

「就業規則」に、「いかなる体罰も禁止する」旨を明記している。毎回の職員会
議での不適切保育・虐待防止に関する確認・セルフチェック・不適切保育に関す
る研修を通して、子どもへの不適切な対応が行われないよう、防止と早期発見に
取組んでいる。

Ａ－３－（１）　保育実践の振り返り（保育士等の自己評価）

保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己評価）を行い、保
育実践の改善や専門性の向上に努めている。

体罰等子どもへの不適切な対応が行われないよう、防止と早期発
見に取組んでいる。



調査の概要

利用者への聞き取り等の結果（概要）

調 査 方 法 　　書面によるアンケート調査

「とてもそう思う」「そう思う」「あまりそう思わない」「そう思わない」「よくわからない」
で回答する16項目の設問と、コメント記述の4項目の設問で行った。

○54家庭の内、42家庭から回答があり、回収率は78%だった。

○16項目中14項目について「とてもそう思う」「そう思う」が80％以上（その内10項目が
　９０％以上）という結果で、満足度の高さが表れていた。

○コメント記述は、肯定的な内容が多く見られた。

○良い点として
　　＊異年齢保育
　　＊のびのび・自由・明るい・アットホーム・温かみがある
　　＊少人数・手厚い
　　＊先生が、明るい・やさしい・親しみやすい・よく見てくれる・相談しやすい・
　　　　　　　担任以外の子どものこともわかっている
　　＊食育
　　＊子どもの主体性を大切にする
　　＊保護者に理解がある・負担が少ない
　　＊満足
　　＊感謝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

〇改善点・要望として
　　＊外遊びを増やしてほしい
　　＊行事の工夫・再開
　　＊写真のクオリティ・数　　　　　　　　　　　　　等

利用者（保護者）への聞き取り等の結果

調査対象者 保護者

調査対象者数 　54　人（家庭数）


